
顧
客
要
求
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
加
工

治
具
を
用
意
し
て
い
る

写
真
は
Ａ
軸
加
工
治
具

ＯＫＫ１９１５年創業、工作機械製造の老舗千代田工業金属パイプ加工機の専門メーカー東亜精機工業機械加工用治具製造のエクセレント企業

先
進
技
術
で
顧
客
に
貢
献
製
品
、
国
内
外
で
厚
い
信
頼

重
切
削
能
力
で
高
い
支
持
独
自
性
極
め
攻
勢
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

治
具
設
計
か
ら
一
貫
生
産
ユ
ー
ザ
ー
要
求
に
柔
軟
対
応

国
内
ベ
ン
ダ
ー
業
界
で
は
最
大
の
生

産
能
力
が
あ
る
同
社
の
浜
松
工
場

戦略機種の「ＶＭ Ｒ」
は中小企業の製造現場へ
の導入も目指している

戦
略
機
種
を
投
入

　
Ｏ
Ｋ
Ｋ
は
１
９
１
５
年
創

業
の
工
作
機
械
の
老
舗
メ
ー

カ
ー
。
中
・
小
型
の
立
形
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ

Ｃ

の
先
駆
者
と
し
て
存
在

感
を
発
揮
す
る
。
同
社
の
Ｍ

Ｃ
は
機
械
本
体
の
剛
性
が
高

く
、
金
属
を
強
力
に
削
る
重

切
削
で
ユ
ー
ザ
ー
の
支
持
を

集
め
る
。
今
年
１
月
か
ら
指

揮
を
と
る
井
関
博
文
社
長
の

も
と
で
収
益
基
盤
を
固
め
、

海
外
事
業
も
推
進
し
、
着
実

な
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

　
９
月
に
発
売
し
た
立
形
Ｍ

Ｃ
「
Ｖ
Ｍ

Ｒ
」
は
戦
略
機

種
だ
。

年
の
発
売
か
ら
納

入
実
績
で
４
０
０
０
台
強
を

誇
る
「
Ｖ
Ｍ
５
」
シ
リ
ー
ズ

の
後
継
機
で
、
新
た
に
「
Ｖ

Ｍ
／
Ｒ
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

投
入
し
た
。
「
よ
り
剛
性
を

高
め
、
当
社
の
強
み
で
あ
る

重
切
削
能
力
に
磨
き
を
か
け

た
」

宮
島
義
嗣
取
締
役
執

行
役
員
技
術
本
部
長

。
イ

ン
コ
ネ
ル
や
チ
タ
ン
な
ど
の

難
削
材
の
加
工
に
も
対
応
す

る
。
　

　
主
軸
の
最
大
ト
ル
ク
は
同

社
従
来
機
に
比
べ
約

％
ア

ッ
プ
。
本
体
も
適
正
肉
厚
に

し
、
剛
性
と
吸
振
性
の
向
上

も
実
現
す
る
。
テ
ー
ブ
ル
サ

イ
ズ
は
１
０
５
０

×
５
６

０

。
主
軸
タ
イ
プ
は
ギ

ア
駆
動
式
が
テ
ー
パ

番
で

毎
分
８
０
０
０
回
転
と
１
万

回
転
、
テ
ー
パ

番
は
６
０

０
０
回
転
と
８
０
０
０
回
転

を
用
意
し
た
。
高
速
加
工
に

適
し
た
Ｍ
Ｓ
駆
動
式
の
主
軸

で
テ
ー
パ

番
、
毎
分
１
万

２
０
０
０
回
転
も
そ
ろ
え

る
。
機
械
の
カ
バ
ー
前
面
か

ら
主
軸
ま
で
の
距
離
を
従
来

機
種
よ
り

短
く
し
、

工
具
の
装
着
や
ワ
ー
ク
の
段

取
り
も
楽
に
す
る
。

「
Ｖ
Ｍ

Ｒ
」
は
年
間
販
売

２
４
０
台
を
目
標
と
し
、
金

型
や
航
空
機
、
自
動
車
産
業

を
筆
頭
に
中
小
企
業
の
現
場

へ
の
普
及
も
目
指
す
。

月

中
旬
に
本
社
で
実
施
し
た
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ
ー
で
は
、

同
機
４
台
を
並
べ
重
切
削
加

工
能
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
同
社

は
横
形
Ｍ
Ｃ
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
る
。
Ｏ
Ｋ
Ｋ
製
Ｍ
Ｃ

の
商
品
構
成
は
台
数
ベ
ー
ス

で
立
形
が

％
、
横
形
は

％
を
占
め
る
。
今
年
７
月
、

重
切
削
タ
イ
プ
の
横
形
Ｍ
Ｃ

「
Ｍ
Ｃ
Ｈ
８
０
０
０
」
を
発

売
し
た
。
標
準
仕
様
の
主
軸

ト
ル
ク
を
１
３
１
０

と

ク
ラ
ス
最
大
級
の
能
力
に
高

め
、
航
空
機
部
品
や
鉄
道
・

建
設
機
械
関
連
部
品
の
重
切

削
用
に
提
案
。
９
月
に
ド
イ

ツ
で
開
か
れ
た
「
欧
州
国
際

工
作
機
械
見
本
市
　
Ｅ
Ｍ
Ｏ

２
０
１
１
」
に
も
出
展
し
、

来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
。

　
近
年
の
工
作
機
械
の
ト
レ

ン
ド
で
あ
る
５
軸
加
工
機
も

「
５
Ａ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

て
手
が
け
て
い
る
。

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や
発
電

機
用
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
な

ど
ワ
ー
ク

加
工
対
象
物

に
対
応
し
た
機
種
を
そ
ろ
え

る
。
他
に
も
携
帯
電
話
な
ど

に
使
わ
れ
る
金
型
加
工
用
の

微
細
加
工
用
小
型
Ｍ
Ｃ
、
液

晶
パ
ネ
ル
向
け
の
大
型
研
削

加
工
機
な
ど
個
別
客
先
仕
様

に
応
じ
た
機
械
の
生
産
も
し

て
い
る
。

ア
ジ
ア
市
場
狙
う

　
同
社
の
工
作
機
械
は
本
社

の
あ
る
猪
名
川
製
造
所

兵

庫
県
伊
丹
市

で
生
産
さ
れ

て
い
る
。
恒
温
環
境
の
現
場

で
は
１
台
ず
つ
丁
寧
に
組
立

作
業
を
行
う
。
工
作
機
械
の

す
べ
り
面
及
び
接
合
面
の
加

工
は
人
手
に
よ
る
キ
サ
ゲ
作

業
を
行
う
な
ど
、
国
内
だ
か

ら
で
き
る
モ
ノ
づ
く
り
に
も

こ
だ
わ
る
。
国
内
生
産
が
基

本
の
同
社
だ
が
、
９
月
か
ら

は
タ
イ
の
子
会
社
で
工
作
機

械
の
組
み
立
て
が
始
ま
っ

た
。
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
や

現
地
市
場
の
開
拓
を
狙
い
、

ア
ジ
ア
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
立
形
Ｍ
Ｃ
を
部
品
か

ら
組
み
立
て
ま
で
一
貫
生
産

す
る
体
制
を
整
え
る
。

　
同
社
の
輸
出
比
率
は
現
在

％
。
業
界
平
均
の

％
に

比
べ
て
低
い
が
、
海
外
の
営

業
拠
点
で
あ
る
米
国
、
ド
イ

ツ
、
タ
イ
、
中
国
、
韓
国
の

５
カ
所
に
加
え
、
２
０
１
２

年
３
月
を
め
ど
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
営
業
拠
点
も
開
設

し
、
海
外
販
売
の
強
化
を
図

る
。

　
同
社
の
野
村
泰
助
代
表
取

締
役
専
務
執
行
役
員
は
「
世

界
の
工
作
機
械
の
需
要
は
当

面
、
落
ち
な
い
と
思
う
が
、

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興

国
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の

生
産
台
数
を
考
え
る
と
、
当

社
は
重
切
削
を
旗
印
に
独
自

性
を
持
っ
た
、
高
付
加
価
値

を
提
供
す
る
Ｍ
Ｃ
メ
ー
カ
ー

と
し
て
生
き
抜
く
」
と
強
調

す
る
。
２
０
１
５
年
に
創
業

１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る

同
社
。
激
動
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、
モ
ノ
づ
く
り
現
場
の

視
点
に
立
っ
た
工
作
機
械
を

愚
直
に
開
発
す
る
ス
タ
ン
ス

は
、
今
後
も
変
わ
り
は
な

い
。

年
の
歴
史
持
つ

　
千
代
田
工
業

大
阪
市
淀

川
区
、
遠
越
英
行
社
長
、
０

６
・
６
３
０
９
・
１
２
４

１

は
金
属
パ
イ
プ
加
工
機

の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

年
の
歴
史
を
持
つ
。
現
在

は
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
各

種
端
末
加
工
機
、
切
断
機
、

さ
ら
に
は
測
定
機
、
各
種
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
に
至
る
ま
で
自

社
で
手
が
け
、
そ
の
独
創
的

な
技
術
で
自
動
車
を
は
じ

め
、鉄
道
・
造
船
、化
学
、建

築
、
音
楽
産
業
に
ま
で
貢

献
。
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｓ
　
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

ベ
ッ
ク
ス
マ
ス
タ
ー

」

は
、
国
内
外
で
パ
イ
プ
加
工

機
の
代
名
詞
と
し
て
厚
い
信

頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
も
「
顧
客
に
喜
ば

れ
る
機
械
づ
く
り
が
目
標
」

遠
越
社
長

と
い
い
、
２

０
０
６
年
に
は
環
境
意
識
の

高
ま
り
に
応
え
て
開
発
し
た

全
電
動
式
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ベ
ン
ダ
ー

を
業
界
に
先
駆
け
て
発
表

し
、
注
目
を
集
め
た
。
パ
ワ

ー
と
コ
ス
ト
面
か
ら
油
圧
の

利
用
が
一
般
的
だ
っ
た
ベ
ン

ダ
ー
を
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

制
御
に
し
て
高
速
・
高
精
度

化
す
る
と
と
も
に
、
オ
イ
ル

の
交
換
・
廃
棄
を
な
く
し
て

万
が
一
の
漏
れ
な
ど
も
防
い

だ
。
ま
た
、
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

に
比
べ
て
小
型
化
で
き
る
電

動
式
の
利
点
を
生
か
し
、
省

ス
ペ
ー
ス
で
ラ
イ
ン
に
組
み

込
み
や
す
い
機
械
と
し
た
。

　
さ
ら
に
現
在
、
こ
れ
ら
Ｎ

Ｃ
ベ
ン
ダ
ー
に
合
わ
せ
て
開

発
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
も
好
評
を
博
し
て
い

る
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
曲
げ
図

面
の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
だ

け
で
一
連
の
作
業
を
動
画
で

確
認
で
き
る
。
タ
ク
ト
タ
イ

ム
に
加
え
、
作
業
時
に
パ
イ

プ
が
金
型
や
曲
げ
機
械
に
接

触
し
な
い
か
ど
う
か
な
ど
も

検
証
で
き
る
。
本
来
は
加
工

機
と
の
セ
ッ
ト
で
企
画
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
専
業
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
開
発
が
奏

功
。
使
う
側
の
立
場
に
立
っ

た
操
作
性
が
話
題
を
呼
ん

だ
。
正
面
、
上
、
左
右
、
斜

め
な
ど
７
方
向
か
ら
の
確
認

が
可
能
で
、
既
存
ソ
フ
ト
に

比
べ
て
分
か
り
や
す
く
応
用

性
に
も
優
れ
、
外
販
も
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
こ
う
し
た
「
先
進

性
だ
け
が
注
目
さ
れ
る
の
は

本
意
で
は
な
い
」
と
遠
越
社

長
は
話
す
。
機
械
は
何
が
で

き
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
操

作
性
や
信
頼
性
、
サ
ポ
ー
ト

体
制
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
は
じ

め
て
長
く
使
い
続
け
て
も
ら

え
る
か
ら
だ
。
豊
富
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
や
他
社
に
先
ん
じ

た
展
開
は
「
あ
く
ま
で
顧
客

が
ベ
ス
ト
な
選
択
を
行
う
た

め
」

遠
越
社
長

だ
と
い

う
。
事
実
、
同
社
の
機
械
は

ユ
ー
ザ
ー
個
々
の
条
件
に
合

わ
せ
て
細
か
く
設
計
す
る
た

め
、
限
り
な
く
一
品
生
産
に

近
い
。
た
だ
自
社
で
パ
イ
プ

加
工
全
般
に
わ
た
る
技
術
を

保
持
し
続
け
る
の
は
、
顧
客

に
は
便
利
こ
の
上
な
い
一

方
、
メ
ー
カ
ー
側
に
と
っ
て

は
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
必
要

と
す
る
。

タ
イ
で
復
旧
手
助
け

　
同
社
は
今
年
中
に
も
、
タ

イ
で
確
保
し
た
約
７
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
施
設
を

利
用
し
、
水
害
に
あ
っ
た
現

地
ユ
ー
ザ
ー
の
工
場
か
ら
同

社
製
ベ
ン
ダ
ー
の
修
理
を
請

け
負
い
、
復
旧
を
手
助
け
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

現
地
で
は
修
理
に
使
う
場
所

も
容
易
に
準
備
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

遠
越
社
長
は
「
工
場
さ
え
あ

れ
ば
、
部
品

を
日
本
か
ら

送
る
な
ど
し

て
復
興
を
手

助
け
で
き

る
。
工
場
が

稼
働
す
れ
ば

機
械
の
現
地

生
産
も
可
能

に
な
る
」
と

準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
製
品
の
ベ

ッ
ク
ス
マ
ス

タ
ー
は
日
系

メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
同
国

で
の
シ
ェ
ア

が
高
い
。
こ

の
た
め
、
同

社
は
今
後
の
新
興
国
で
の
需

要
の
高
ま
り
に
備
え
て
、
来

年
度
か
ら
タ
イ
の
新
工
場
を

軸
に
、
機
能
を
絞
り
込
ん
で

価
格
を
下
げ
た
パ
イ
プ
加
工

機
の
生
産
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
に
し
て
い
た
。
だ
が
、

ユ
ー
ザ
ー
各
社
が
深
刻
な
水

害
に
直
面
し
て
お
り
、

急
遽
方
針
変
更
し
た
。
復

き
ゅ
う
き
ょ

興
に
伴
っ
て
現
地
生
産
を
ス

タ
ー
ト
し
、
い
ず
れ
は
先
進

国
向
け
の
ハ
イ
エ
ン
ド
機
と

新
興
国
向
け
普
及
機
の
両
面

で
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る

計
画
だ
。
と
は
い
え
、
当
面

は
既
存
顧
客
の
サ
ー
ビ
ス
に

重
点
を
置
く
。
復
旧
の
め
ど

は
容
易
に
は
つ
か
ず
、
ス
タ

ッ
フ
の
負
担
も
大
き
い
と
予

想
さ
れ
る
。
た
だ
「
顧
客
の

困
っ
て
い
る
時
に
全
力
で
協

力
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

社
の
方
針
」

遠
越
社
長

と
、
あ
え
て
困
難
に
挑
む
。

５
軸
加
工
用
を
開
発

　
為
替
の
円
高
や
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
長
期
化
の
様
相
を

み
せ
る
が
、
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
製
造
業
は
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
知
恵
を
絞
り
、
「
工
程

集
約
」
と
「
多
品
種
少
量
生

産
」
の
技
術
を
高
め
る
こ
と

で
、
打
ち
勝
と
う
と
し
て
い

る
。
東
亜
精
機
工
業

大
阪

市
東
成
区
、
十
時
理
祐
社

長
、
０
６
・
６
９
７
２
・
２

４
３
１

の
開
発
し
た
５
軸

加
工
用
治
具
は
、
加
工
物
を

治
具
に
取
り
付
け
る
だ
け

で
、
３
６
０
度
任
意
の
位
置

で
、
５
軸
制
御
に
よ
る
多
面

加
工
を
可
能
に
す
る
。
自
動

車
部
品
向
け
を
は
じ
め
、
モ

ノ
づ
く
り
製
造
業
向
け
に
需

要
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
同
社
が
開
発
し
た
の
は
Ｘ

横

、
Ｙ

立
て

、
Ｚ

前
後

に
、
Ａ
、
Ｂ
の
回

転
２
軸
を
加
え
た
５
軸
加
工

用
治
具
。
２
台
の
機
械
で
行

っ
て
い
た
加
工
を
１
台
に
集

約
で
き
な
い
か
、
ま
た
段
取

り
替
え
時
間
を
減
ら
す
工
夫

は
な
い
か
な
ど
の
要
望
に
応

え
た
。

　
さ
ら
に
メ
ー
ン
の
親
治
具

に
子
治
具
を
付
け
加
え
、
多

品
種
少
量
の
混
流
生
産
に
対

応
す
る
動
き
も
増
え
、
１
日

程
度
か
か
っ
て
い
た
段
取
り

替
え
を
「

分
の
１
に
短
縮

で
き
た
」
と
い
う
声
も
あ

る
。
現
在
は
５
軸
加
工
用
治

具
が
同
社
治
具
受
注
の

％

を
占
め
て
い
る
。

　
同
社
は

人
の
設
計
者
を

抱
え
、
設
計
―
製
作
―
組
み

立
て
―
調
整
ま
で
、
一
貫
生

産
で
き
る
。
さ
ら
に
自
社
内

に
油
圧
発
生
装
置
を
持
ち
、

油
圧
動
作
確
認
装
置
で
１
０

０
０
回
以
上
の
試
運
転
ま
で

行
い
、
油
漏
れ
な
ど
の
不
具

合
を
防
止
し
て
い
る
。
２
０

０
９
年
に
は
設
計
部
門
に
３

Ｄ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
、
部

品
な
ど
の
ワ
ー
ク

加
工
対

象
物

図
か
ら
立
体
デ
ザ
イ

ン
の
治
具
の
図
を
提
供
で
き

る
体
制
を
整
え
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
要
求
に
応
え

て
い
る
。

　
「
当
社
の
強
み
は
設
計
部

門
」
と
十
時
理
祐
社
長
が
言

う
通
り
、
業
界
で
先
行
す
る

形
で
約

年
前
か
ら
設
計
部

門
を
社
内
に
設
け
た
。
治
具

の
設
計
段
階
か
ら
製
品
づ
く

り
に
携
わ
る
こ
と
で
、
製
品

づ
く
り
の
責
任
を
明
確
化
し

「
生
産
現
場
で
安
心
し
て
使

え
る
製
品
を
提
供
で
き
る
会

社
と
い
う
信
頼
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
。

　
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
同
時

不
況
で
も
、
人
を
切
る
こ
と

な
く
乗
り
切
っ
た
。
こ
の
た

め
ベ
テ
ラ
ン
と
若
い
力
が
相

乗
効
果
と
な
り
、
総
合
力
強

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今

後
も
「
設
計
部
門
の
強
化
で

顧
客
の
期
待
に
応
え
る
」
覚

悟
。創

業
の
志
　忘
れ
な
い

　
同
社
は
１
９
２
５
年

大

正

年

２
月
、
十
時
社
長

の
祖
父
、
十
時
治
太
郎
氏
が

創
業
し
た
。
昭
和
大
恐
慌
が

荒
れ
狂
う
苦
し
い
創
業
期

を
、
「
な
ん
と
し
て
も
外
国

製
品
に
劣
ら
な
い
良
い
国
産

品
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う

熱
い
思
い
で
乗
り
切
っ
た
。

工
業
立
国
の
建
設
に
寄
与
す

る
と
い
う
、
創
業
時
の
高
い

志
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
、
２
０
０
７
年
に
「
創
業

の
想
い
」
を
冊
子
に
ま
と
め

社
員
に
配
布
し
た
。

　
治
具
製
造
は
発
注
先
か
ら

自
動
車
部
品
な
ど
の
ワ
ー
ク

の
図
面
を
も
ら
い
、
最
適
な

治
具
を
設
計
し
製
造
す
る
完

全
受
注
生
産
体
制
を
敷
い
て

い
る
。
工
場
で
は
発
注
先
の

ワ
ー
ク
ご
と
に
、
常
に
仕
様

の
異
な
る
製
品
を
扱
う
。
十

時
社
長
は
「
製
品
と
は
常
に

一
期
一
会
の
関
係
」
と
、
モ

ノ
づ
く
り
に
対
す
る
心
構
え

を
強
調
す
る
。

カ
タ
ロ
グ
を
作
成

　
２
０
１
０
年

月
に
は
治

具
設
計
に
役
立
つ

事
例
を

掲
載
し
た
業
界
初
の
「
工
作

機
械
専
用
治
具
カ
タ
ロ
グ
」

を
作
成
し
た
。
ワ
ー
ク
ご
と

に
特
別
注
文
で
製
造
す
る
治

具
を
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

Ｍ
Ｃ

な
ど
機
械
別
に

分
類
し
て
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ

ッ
ド
用
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ

ト
用
な
ど
の
設
計
事
例
を
図

案
化
し
、
寸
法
や
参
考
価
格

を
表
示
し
た
。
言
葉
だ
け
で

は
わ
か
り
に
く
い
部
分
を
図

案
化
で
解
消
し
、
治
具
購
入

担
当
者
を
手
助
け
し
た
い
と

考
え
る
。

　
近
年
、
製
造
業
の
海
外
進

出
も
あ
っ
て
、
海
外
顧
客
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
企
業
化
調
査

Ｆ
Ｓ

に
入
っ
た
。
海
外

顧
客
に
対
応
で
き
る
最
適
な

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 　　


